
の行政は H百平日 18 ・ 9 から鉄道

省(現在の並区輸省) の所管とな

り ， 現在は運輸省鉄道政省局

車両工業部~において行っ てい

る。その具体的なものは， 事

業の発注改善調猿・財務税制 ・

輸出仮輿 ・ 中小企業育成 ・ !聞

j帯 . 1:11力需給 ・ う目指 ・ 労需物

資 ・生産動態統計調査・工業標

準 ・ 技術指滋・試験研究助成・
11.客車 (BUT型)の船積(ピルマ l向)

技術援助契約等である。

業者団体としては， 日 本鉄道専問工業協会がある。協会の構

成長は 45 社(昭和 30 ・ 3 ・ 31 現在)であ り ， 主製鉄道車両メーカ

ーおよび部品メーカーのほとんどが加入している。本協会はIIH

1主11 3 ・ 7 鉄道耶両用材協議会に端を発 し， 日本鉄道111同製造工業

組合引昭和1 1 5 年) ， 111阿統制会 (11ft和 1 6 年) ， 鉄道車両工業会

(11日和 20 年)を経て，昭和 23 年現在の機構となった。

12 世界の鉄道車両工業

mn 次大戦後漸次発展し， 世界全体の生産能力は平常のfX;:裂

を上回ることとなっており ， 一方機関車の耐周年数は必要に応

じて延長できるので， 信基l刻I!正の取替えは好況のl時期jに集中する。

機関111工業はかつては注文生産であ っ たが，現在欧州やアメ

リ カではいちじるしく傑準化の方向に進んでいる。 その輸出市

場は南米 ・ アフリカ ・ 東南アジア ・ 中近東である。オー ストラ

リ ア ・ カナダ ・ イ γ ドも現在は輸入しているが，自国の鉄道車

両工業を育成している。アメ リ カ合衆国の戦前の生産は大部分

楽気機関JIIであったが， 戦後の生産は主としてディ ーゼノレ電気

機関車である。最近1' 11長した鉄道電化にしたがい， 電気俄|刻Iド
および電気施設の需要が世界的に地大している。

鉄道車両の1止界貿易の百分比を示す と 14 表のとおりである。

第 14 表 世界貿易に占める鉄道車両の似l合

輸入国 輸出国

(3) 資産 ・ 資本構成 (昭和 28 年度)

第 12 表のように他人資本，こ と に流動負5~は 68 % と高率で

あるが， 支払能力を示す流動比率は 112 % であり，イ也薬師と大

主主ない状況である。

(4) 売上高利益率

百P; 1 3 表のように純売上高に対する純利益は 6% 前後に安定

している。したがっ て収益状況は売上正5の削減に比例すること

になる。 売上高はすでに示したように昭和 26 年度以降漸次向

上してい る。

10 鉄道車両部品工業

鉄道車両工業の部品メ ー カーとして， 鉄道車両用の圧延鋼品 ・

鋳鋼品 ・ 空気制動装tu~ ・ l援冷房3主総 ・ 也助機待相当まとまった

大きなものから，答率の付属品のような小さなものまで，数え

てみるとその範囲は非常に広いのである。また企業形態 ・ 規僕

においても ， 大資本で他の工業を兼業し，鉄道車両メーカ ー よ

りも大規艇のものから(株式会社r'l '戸製鋼所 ・ 住友金属工業株

式会社等)家内工

業に近い中小企業

もあり ， fill 々雑多

である。

鉄道車両部品工

業の需給状態は，

鉄道車両工業と軌

をーにするも ので

あるが，鉄道車両

部品は新JII需要の

ときのみでなく ，

修繕 ・ 改造においても需要

がある点で若干相違してい

る。したが って鉄道車両工

業の終戦による海外市場喪

失に伴なう需要滅の彬響は，

鉄道111阿部品工業にとって

も甚大であった。この対策

と して，海外新市場開拓に

努力した結果， 最近東南ア

ジア ・ 南米諸国に輸出され

るようになった。

鉄道車両部品の際

1.j主化によ っ て， rI7司氏

の改普 ・ 生産能率の

j.íúil主 ・ 企業の合型化

等を促進するための，

工業以準化法にもと

づいて JIS をH百和24

年以降制定し， 昭和

29年皮までに JIS と

なったものは， 戸 じ

め後械 ・ 自動連結保 ・

空気ホース連結球 ・

平取"受取"鮮í J羽ちりよ
け ・ Ilï!1引l て。ある。

II 行政綴防 ・ 染

者団体

鉄道車両工業およ

び鉄道事阿部品工業

し ゃ りょうこ

8 蒸気機関111の船駅 (1)
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イ ‘ノ ド 21% 

オ ー ストラリ 7 3 

フ ラ 2ー:; ノレ 4 

仏領アフリ カ 4 

メ エヤ シ コ

英倣アフリ カ 5 I 
カ -r タ 5 

7 Iレ-ëノザー '/ 3 

南ア フリ カ 3 

ベルギー傾コンゴー 3 
て、， の 他 43 

計 100 

蒸気機関ij1の船飢 (2)9 

各国後|某l車生産率

1936 -4山 l 国 名 1949- 51平均

18% 7 メ リ カ 60% 

43 イ ギ 、} ス 20 

4 チェコスログァキ 7 5 

2 ブJ ナ タ. 4 

l ポーラ'/ " 3 
。 四 イ y 3 

4 λ エ ー デン 2 

2 フ ラ γ ス 2 

26 日 * l 
100 100 

tp; 15 表

一一一 7 42 一一一

10 蒸気股|湖111の船fR (3) 




